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1．企画趣旨

　乳幼 児期 の ケ ア と教育、す なわ ち保育の 質的 向上 は

世界的な課題 と なっ てい る。日本にお い て も保育の 第
三者評価 が実施の 途 につ き、保育の 質とは何か 、保育

の 質の 向上 につ い て 何 を なすべ きか、自己評価 は ど う

あ るべ きか につ い て の 関心が 高まっ て い る。

　そ こで 、 ア メ リカで 開発され、現在保育の 質の 評価

の ツ ール と して複数の 国 で 使用 され て い る ECERS
（読み ；エ カーズ、『保育環境評価ス ケー

ル ・幼児版』）
に注 目した。
　当シ ン ポ ジ ウム で はまず ECERS の 特徴 ・ア メリカ

で の 使用状況 とス ケー
ル に対す る 評価の

一
端を示す。

次 い で ECERS が 依拠する保育の 質 の 定義とは異なる

見解を示すもの として EC 保 育ネ ッ トワ
ー

クの 見解等

を紹介す る。ま た保育現場 の 立場か らの 見解も示す。
　以上 の 話題提供 に よ り ECERS の わ が 国の 保育現揚

で の 使用を提案するとともに、f保育の 質」につ い て 複

数の 視点か ら検討を行 い たい。

〈 注釈 〉

　 ＊ ECERS 　と は　Early　ChildhOod　E 皿vironment 　 Rating
Scaleの 省略で あ り、原題 を直訳す ると 「幼児期環塊測定尺 度亅

とな り、2歳半か ら 5 歳ま で の幼児の集団 保育の 質を測定する

ために設計された、研究や保育の 質的向上 の た め の ツ
ー

ル で あ

る。全部で 7個の 大項 目、43 個の 中項 目、さ らに各中項 目の

下位 に測定の た めの 小項 目が置か れた構成 となっ て お り、ス コ

ア リン グに より大項 目・中項 目ごとに 1− 7 まで の段階的評価

が で きる。評価は、保 育の 直接観察に よ る。

　 ＊ ア メ リカ の ノ
ー

ス カ ロ ライ ナ （チ ャペ ル ヒル ）大学、フ ラ

ン ク ・ポーター・グ ラム （；FPG ）子 ども発達研究所の テ ル マ
・

ハ
ー

ム ス 博士 と リチ ャ
ー

ド・ク リフォ
ー

ド博士 に よっ て初版が

1980年 に発行 され、1998 年に著者 にデ ビィ
・ク レ ア 博士 を加 え、

改訂版 が発行 され た。現在 ア メ リカ 国内で広 く用い られ る だけ

で は な く、ヨーロ ッ パ やア ジア にお い て も保育の 質の 評価 に用

い られ て い る。

　評価 ス ケール は全部で 4 種類あ り、〈幼児版 〉 に続い て 〈家

庭的保育版 〉 （ハ ーム ス 、ク リフ ォ
ード、1989）、〈 乳児版〉 （ハ

ーム ス 、ク レア 、ク リフ ォ
ード、1990）、学童保育版 （ハ ーム ス 、

ヤ コ ブ、ホ ワイ ト、1996）が世に 出鶴 幼児版は 1998年 に改訂

され （ハ
ーム ス 、ク リフ t 一ド、ク レア ）、乳 児版 は 2003年 に

改訂 された。現在、家庭的保育版 と学童版 も改訂 中で あ る。

皿．話題提供

1 ．マ ーシー・ロ バ ートソ ン ；ア メ リカ で の ECERSの
使用　　　　　　　　　　　　　　＊詳細資料 は 当 日配 布

  ア メ リカ ・コ ロ ラド州 の チ ャイ ル ドケ ア概観

  コ ロ ラ ド州 にお ける ECERS の利用
・保育者の 自己評価
・園長による保育の 改善
・保育プロ グラム の 評価、情報開示

・NPO 〈 エ デュ ケ ア 〉 に よ る質的評価
・チ ャ イル ドケア強化先行プ ロ ジェ ク ト

［理由］総合的なア プ ロ
ー

チで あ る こ と、 結果が得点で

　示 され る こ と、大規模研究で使われ た 実績な ど。

匚結果｝保育プ ロ グラム の 全体的な質的向上、乳幼児期

　への 関心 ・論議 の 高ま り、保育環境 と観察者の 信頼

　性 の 標準化。
  ECERS の 利点 と考えるべ き点

［利点］
・広範囲で 使用され て い る実績。

・最小の 労力で プ ロ グラ ム の全体像が 示 され る。
・比較的使用が 容易。

・
改善の た め の 手 立て が示 され て い る。

・小項 目の 用語 が
一
般的な表現で あるの で 多様な保育

　現場 に合わせ て 、ある程度解釈と適用 に柔軟性を持

　たせ る こ とが で きる。等々
。

［考えるべ き点］
・「テ ス ト」に 伴う問題点 ；外部者の 観察、意味 と価値

　の 理解不 足 の ままの 実行 、 等 。

・信頼性 の シ ス テ ム。

  他 の評価方法との 比較
・NAEYC （全米乳幼児教育協会）の 振興計画の 認証

　を受ける準備に用い ると便利。
・コ ロ ラ ドで は他 の 質測定の ツ

ー
ル と併用 され て い る 。

  結論
　ECERS は広 く受け入れられ、幼児期の 教育の 全般

的な質を測定す る の に有益で世界的なツー
ル であると

みなされて い る 。 保育の質の 向上 の ために、個別的に

も、大 きな規模で も用 い る こ とが で きる。他の 測定法、
特に相 互 関係や言語、学習機会に っ い て より細 か く測
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定で きる もの を用い ると．、とて もよい とも考え られ る6
か な り使い やすい ツ

ー
ル で あるが 、観察者間で の 信頼

性の 確立が課題で ある。

2 ．埋橋玲子 ； 「保育の質1 の 多角的検討

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊詳細資料は当 日配布

　ECERS の 原著者で あ るテル マ
・ハ

ー
ム ス は、日本

語版に 寄せ た序文の 中で 「…　 そ れ ぞ れ の 国に は独

自の 文 化 と慣習が ある に せ よ、現代の 国々 が発達させ

た い 子 どもの 有能性には
一

連 の 核 と なる もの がある

よ うだ 。 これ らの 有能性は私たち全員を結び つ ける よ

うな 世界的な文 化 の 中で 子 どもた ちが 生きて い くた

め に 必要 と され る もの と思われる」 と述べ て い る 。 同

じく著者 の
一

人で ある デ ビ ィ
・ク レア は、保育の 質 に

は構造的な質と機能的な質が あ り、ECERS は機能的

な質を評価す る もの で ある こ と、そ して 細部に お い て

は相違が あると して も、 子 どもが首尾よく発達を遂げ

るた め に は どの よ うな 環 境 に お か れ て い る と し て も、

環境か らの あ る種の 基本的な働きか けが 求め られ る、

とする。ECERS は、子 ども が必 要とする 基本的な条

件に は 文化や社会を超 え た共 通 性があ り、測定可能 で

あ る とす る考え方に基づ い て い る。
　これ に 対 し、，EC 保育ネ ッ トワーク （1986− 1996）

では 「質とは価値と信念 に基づ い た 相対的 な概念 で あ

り、 質を定義する・こ とは力 動 的 ・連続的 ・民主的な過

程で ある。ある共通 の 目標を設 定 して すべ て の サ
ービ

ス に適用す るこ とと、個別 の サービ ス に 多様性 を認 め

る こ との バ ラ ン ス が 求 め られ る J とす る。ピーター・

モ ス は複数 の 「利益関与者」 の 存在を強調 して い る。

　 「保育」 にはさまざま な 「利益関与者 」 が存在す る

が 、 ECERS は 子 ども とい う利 益 関 与者に焦点を当て

たス ケ
ー

ル で ある と考え る こ とがで きる だろう。

3 ．渡辺 の ゆ り ；保育現場 か ら

　大阪 ・堺市にある保育園で、キ リス ト教の 精神に基

づ き、保育を行 っ て い ます。日々 「なん とか しなくて

は」「この ままで は い けない んだ け ど」とな か なか片付

か ない 問題を抱えながら、あるい は差 し迫 っ た問題の

解決の ため に 「どうした らい い んだろ う」「とにか くや

っ て み よう」 とい うよ うなこ との 連続です 。 急場 を し

の ぐために 苦 し紛れ にやっ たこ とが案外子 どもたちに

良い 形となっ て 表れ、その 後通常の 保育形態として取

り入れ たとい うような例 が た くさん あ ります。

　い ろい ろ な こ とが あるの が世の 中ですし、子 どもた

ちは そ んな世の 中に出て い か なくて は な りませ ん。ま

た 二 面 的な見方で は捉えきれない もの を子 どもたちは

も っ て い ます。た とえ ば割れ る もの を持たせ る と、子

どもは、まず、割 りませ ん。危険なもの か ら遠ざけた

っ も りが、か えっ て子 どもを危険 に さ ら して しまうこ

と もあ ります。「安全 」とい うひ とつ の 項 目 をとっ て も、

当面の 危険回避が子どもの 育ちを見通して の判断 とな

るか どうか は慎重 に判断 を した い と ころ です 。

　30 年余 り前よ り保育に い ろい ろ な形 で か か わっ て

い ますが、以前 の こ とを思い 出す と子どもに懺悔を し

たくなる よ うな こ とが た くさん あ りま す。．しか しそ ん

な 中で 保育として大切な理念 とは 何か 、そ して 理念を
1

言葉だけで なくどう実践〔り中で 生か して い くべ きか を

考え続 けて きま した 。 たとえば 「家庭的 」 であろうと

した とき、「家庭」 とは何か、子 ど も ど うし、子 どもと

先生、先生と保護者、環境構成、それ らをひ っ くるめ

て考えます。その 中で い ろん な こ とが起きるの ですが 、

「子どもを人 と して み る」感覚を 大切 に し、多少 の 不

都合はやむをえない と して も、子 どもの 心と身体に
一

生涯 残す傷だけはつ けまい と固く誓っ て お ります。そ

の た め に は外部の 方か らも意見を聞い て 、自分 た ちめ

あ り方 を問い 直す こ とを怠 っ て はならない と思 い ますe

昨年私たちが第三者評価を受けたの も、その ような気

持ちか らで した。
　私の 園に は 180 人余 りの 子 どもが お り、職員は 35
人 お ります。個性も考え方もい ろい ろで す。また職員

は家庭と仕事を両立 させ なくて はな りませ ん。保護者

の 方にもそれな りめ意見があ ります。・制度的なこ とで

は 「そん な こ とい うならお役所 の 人、
’
3 日で い い から

私たちと
一緒に やっ て みて ください 」 とい い たくな り

ます。そ ん なこ んな全部ひ っ くる め たもの が現実の 保

育で あ り、保育園とい うもの で あ りVt それ を踏まえ て

の 「評価」である と思い ます。

皿 ．指定討論
一
金 田利子

＊本研究 は科学研 究補 助金 を得て 執行されま した〈 課題番号

14510239＞。
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